
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

～ 合唱コンクールからの成長 ～ 

校長 中嶋 昭江 

２学期になり、少しずつ始まった合唱コンクールの練習、その成果を発表する合唱

コンクールが終わりました。 

一人ひとりが一生懸命に歌う姿とその歌声に感動し、会場いっぱいに響きわたる

歌声によって会場全体が１つになったように感じました。 

今年も素晴らしい合唱コンクールとなりました。 

お忙しい中、会場までお越しいただいた来賓の皆さま、保護者の皆さまありがとう

ございました。 

さて、本校には体育的行事の体育大会と文化的行事の合唱コンクールの２つの大

きな行事があります。 

どちらの行事でも、学級の中には、得意な生徒もいれば、苦手な生徒もいるもので

す。 

得意な生徒ばかりであれば、練習はスムーズにいき、楽しい時間になるかもしれ

ません。 
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地域運営学校（コミュニティ・スクール）    教育目標： 健康 勤勉 協力 

健康で心の豊かな人になろう。よく働き、よく学ぶ人になろう。友達と協力し、思いやりのある人になろう。 



しかし、苦手な生徒にとっては練習が苦痛に感じられることもあるでしょう。それで

も、学級のため、仲間のために取り組まなければならない場面があります。 

そんなとき、リーダーとなった生徒は仲間を支えなければならず、どうすればみん

なで取り組めるのか試行錯誤し、悩み、苦しんだ人もいたはずです。 

体育大会も合唱コンクールも、１人では決して成し遂げることができない行事です。

学級にいる生徒一人ひとりには、それぞれ様々な思いがあります。 

その中で目標に向かって自分たちの学級にしかつくることができない演技や合唱

を作り上げていかなければなりません。 

だからこそ、その大変な過程を通して、生徒一人ひとりが互いの違いを認め合い、

補い合い、支え合い、クラスが１つになることの素晴らしさを味わえるのだと思います。 

結果だけではなく、一人ひとりが一生懸命に取り組んだ経験は、間違いなく、それ

ぞれの成長の種になります。 

「苦手だな」や「嫌だな」、「困ったな」と思いながらも、仲間と一緒に取り組み、乗

り越えられたという経験は自信となり、これからの学校生活やその先の人生にも必ず

生きていくはずです。 

その種をどのように育てていくかは、これからの学校生活そして、社会に出てから

の自分自身の歩みにかかっています。 

１人ではできないことも、仲間とともに力を合わせれば乗り越えられることがあり

ます。 

これからも、仲間とともに取り組むことの素晴らしさや、力を合わせて成し遂げたと

きの達成感をたくさん味わってほしいと思います。 

その経験が、これから先、さまざまな困難に直面したときにも、仲間とともに乗り越

えていく力につながると信じています。 

 最後に、今回の素晴らしい合唱コンクールを支えてくれた実行委員の皆さん、夏休

みから練習に励んだ指揮者や伴奏者、パートリーダーの皆さん、そして、一生懸命に

練習に励んだ生徒の皆さん、素晴らしい歌声をありがとうございました。この経験を、

これからの歩みの糧にしてください。 

また、当日生徒の活躍を見るために会場まで足を運んでくださったみなさま、受付

や会場の開閉など、様々なところでサポートしてくださった PTA をはじめとした保護

者にみなさま、本当にありがとうございました。 

これからも別所中学校の教育活動とそこに通う生徒たちの姿をあたたかく見守っ

ていただきたく思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 


